して それが いつの 間に か、 人間の 他の 生物に 対する 優 

越 を 結果した。 

智慧と は 誇大す る 力の 外の 何者で あらう。 

暫 らく 私の ドグマ を 許せ。 画家 も 亦 画家と しての 道 

に 於て 誇大す る。 

画家 をして 自然の 生活 を その ま、 に 受け入れ しめよ- 

彼れ は 一 個の 描き 能 はざる 蛮人に 過ぎないで あらう。 

彼れ に は 描く ベ き 自然 は 何 所に も あり 得ない だら う。 



絵画の 持つ 色彩よりも 極り なく 麗 はしい と。 

私は考 へる。 その 言葉 を 吐いた 画家 自身 はさう 考へ 

ていった ので はない にしても、 私 はかう 考 へる。 画家 

の その 言葉 は 普通に 考 へられて ゐる、 前の やうな 意味 

に 於て、 V はなく いはれ たの だ。 自然の 美 は 極り ない と 

いった 時、 画家 は 既に 誇大して 眺められた 自然につ い 

て 云って ゐ るの だ。 彼れ の 言葉の 以前に、 画家の 誇大 

さ れ た 色感が 既に 自然に 投入され てゐ たの だ。 誇大 さ 

れた絵 具の 色彩に よって 義眼され た 彼れ の 眼 は、 知ら 

ず 識らず その 色彩 を 以て 自然 を 上塗りして ゐ たの だ。 

而 して 自然に は —— 絵 具の 色の 如く 美しくな いにして 



も —— 色の 無限の 階段 的駢 列が ある。 その 駢 列の 凡て 

を 誇大され た 絵 具によ つて 表現しょう とする の は、 そ 

れは 確かに 不可能 事 を 企てよう とする ことで あらねば 

ならぬ。 それ は 謂 は、； - 一 段 調子 を 高く した 自然 を 再現 

する ことで ある。 誇大に よっての み 自己の 存在 自由 を 

確保され てゐる 人間に 出来 得べき ことで はない。 天才 

たりと も 為すな きの 境地 だ。 それ故に 画家の その 嘆声。 

然るに かの 青年 は、 色彩に 敏感で はあった けれども 



「お、 この 野の花 は 絵の 花の 如く 美しい」 

画家 は 彼れ を 呼んで 済度すべからざる 俗物と いふ だ 

らう。 それが 画家に 取っての 最上の Compliment で 

あるの を 忘れ つ 、。 

自然の 一 部 だけ を 誇大した その 結果 を 自然の 全部に 

投げ かけて、 自然の 前に 己れ の 無力 を 痛感す る 画家に 

取って、 神の 如き 野の花が、 一片の 画の 花に 比較され 

るの を 見る の は、 許す ベ からざる 冒瀆と 感じられ よう- 

か、 る 比較 を敢 てして、 したり 顔す る その 男が、 人間 



私 は 既にい ふべき もの、 全部 をい つて しまったの を 

感ずる。 青年の 言葉に よ つて 与へ られた 暗示 は 私に こ 

れ だけの こと を考 へさせた。 而 しそれ を携 へて 私 は 私 

自身の 分野に 帰って 行く。 

芸術家 は 創造 するとい はれて ゐる。 全くの 創造 は芸 

術 家に も 許されて はゐ ない。 芸術家 は 自然の 或る 断面 

を 誇大す る に 過ぎな い。 偽りの 芸術家 は 意識的 に それ 

をす る。 本当の 芸術家 は 知らず して それ を 為し遂げる- 

而 して それ を 彼れ に 個 有な 力と 様式と を もって 為し 遂 

げる。 彼れ は 他の 人が 見なかった やうに 自然 を 見る。 



無い どころではない。 余りに それ はあり 過ぎる。 人 

間は屢 彼れ の 特権 を 濫用す る ことによって、 特権の た 

めに 濫用され る。 大地に 根 をお ろして、 梢 を 空に もた 

げる もの は 栄える。 梢に 大地 をつ ぎ 木して、 そこに 世 

界を 作らう とする もの は危 い。 而し てこの 奇怪な 軽業 

が、 如何に 屢 わが 芸術家に よって 好んで 演出され るよ。 

科学の 冷やかな 三十 棒 は、 大地に 倚って 立つ 木の 上 

にも 加 へられる だら う。 けれども、 その 木 は その 三十 

棒を膏 雨と して 受取る ， J とが 出来る。 然しながら そ の 

三十 棒が、 梢に つぎ 木され た 大地の 上に ふり 降され る 

時、 それ は 天地 を 暗ら くす る頹 嵐と なって 働く の だ。 
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